
序

章
　

一

葉

の

レ

ポ

ー

ト

が

地

震

予

兆

の

未

来

を

変

え

る
　
　
　
　
　
　
　
1
7

的
中
率
9
4％
！
　
大
地
震
発
生
を
ー
週
間
前
に
予
測
　
1
8

大
地
震
は
発
生
の
数
週
間
前
か
ら
地
殻
が
変
動
し
、
限
界
値
を
超
え
た
瞬
間
に
起
き
る
　
1
9

1
週
間
前
に
巨
大
地
震
を
予
測
で
き
れ
ば
事
前
対
策
が
可
能
に
な
る
　
2
0

御
嶽
山
噴
火
を
想
定
外
と
し
た
が
、
火
山
研
究
家
は
前
兆
を
掴
ん
で
い
た
　
2
1

富
士
山
噴
火
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
　
2
3

1
1月
2
2日
に
発
生
し
た
長
野
県
北
部
の
震
度
６
弱
は
日
本
列
島
断
層
を
活
発
化
し
た
！？
　
2
4

M
4
以
上
の
震
源
地
の
デ
ー
タ
と
国
内
約
1
3
0
0
ケ
所
の
電
子
基
準
点
の
変
動
デ
ー
タ
を
統
合
　
2
7

定
説
「
巨
大
地
震
の
前
兆
は
つ
か
め
な
い
」
を
一
民
間
人
が
覆
す
　
2
9

津
波
予
想
の
発
表
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
犠
牲
者
を
出
す
こ
と
は
な
か
つ
だ
　
3
0

政
府
は
早
急
に
防
災
・
減
災
対
策
を
講
じ
る
べ
き
　
3
2

第
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章
　

『
東

日

本

大

地

震

』

を

１

週

間

前

に

つ

か

ん

で

い

た
　
　
　
　
　
3
5

東
日
本
大
震
災
の
震
源
地
に
最
も
近
い
南
三
陸
町
に
向
か
っ
た
　
3
6

東
北
自
動
車
は
寸
断
、
真
っ
暗
闇
の
中
を
突
き
進
ま
ね
ば
な
ら
か
っ
た
　
3
7

中
三
の
息
女
は
卒
業
式
を
辞
退
、
未
曾
有
の
被
害
に
あ
つ
た
東
北
支
援
を
選
択
し
た
　
3
9

予
想
に
反
し

、
被
災
者
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
た
　
4
0

「
も
し
地
震
予
測
情
報
が
事
前
に
公
表
で

き
て

い
れ
ば
…
…
」
　
4
2

陸
前
高
田
市
街
は
数
軒
の

バ
ラ
ッ
ク
建
物

を
残
し

、
何
も
な
い
　
4
3

親
族
5
0人
中
3
0人
が
亡
く

な
っ
た
　
4
5

地

震
が
来
た
ら

、
着
の

身
着

の
ま

ま
高
台
に
逃
げ
ろ
！
　
4
6

「
嘘
で

も
い
い
か
ら

、
『
大
津
波
が
来
る
！

』
と
言
っ
て
ほ
し
か
っ
た
」
　
4
8

「
正
し

い
と
思
っ

た
こ

と
は
、
ル

ー
ル
を
破
っ
で
で
も
や
る
！
」
　
4
9

広
島
に
落
と
さ
れ
た
原
爆
約
３

万
2
8
0
0

個
分
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
襲
っ
た
　
5
0

2
0
0
4

年
以

降
、
超
巨
大
地
震
が
環
太
平
洋
を
中
心
に
多

発
し

始
め
た
　
5
2

東
日
本
大
震
災
予
測
デ
ー
タ
は
そ
の
ま
ま
放
置
に

さ
れ
て
し

ま
っ
た
　
5
4

研
究
者
用
Ｇ
Ｐ
Ｓ

デ
ー
タ
の
精
度
は
１
０
０
分
の
１
㎝
ま
で
向
上
し

た
　
5
7

内
部
告
発
「
わ
が
国
の
地

震
観
測
網

は
数
十
年
に

わ
た
り
予
知
を
行
っ
た
こ
と
す
ら

な
い
」
　
5
8

「
予
知
計
画
は
予
算
獲
得
の
た
め
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
し

か
な
い
！
」
　
6
2

予

算
獲
得
の
た
め
の
地

震
予
知
で

は
、
国
民
の
命
を
救
え
な
い
　
6
5

仮
想
の
地
球
モ

デ
ル
を
構

築
、
そ
の
上
に

毎
週
の
地
殻
変
動
値
を
蓄
積
し
た
　
6
7

地

震
予
測

を
的
中

さ
る
解
析
方
法
と
は
？
　
6
9

地
殻
変
動
解
析
だ
け
の
予
測
で

は
不
十
分
　
7
1

な
ぜ
、
地
震
学
者
は
地
殻
変
動
解
析
を
考
え
つ
か
な
か
っ
た
の

か
？
　
7
2

県
の
防
災
局
が
放
置
す
る
よ
う
な

デ
ー
タ
で
は
意
味

が
な
い
　
7
4

『
緊
急
地
震
速
報
』
の
開
発
者
が
地
震
予
兆
シ
ス
テ
ム
に
衝
撃
を
受
け
た
　
7
5

有
力
者
が
手
弁
当
で
名
を
連
ね
る
セ
ン

タ
ー
の
体

制
　
7
7



第

二

章
　

Ｇ

Ｎ

Ｎ

Ｓ

解

析

で

見

え

て

き

た

巨

大

地

震

の

正

体

と

行

方
　
　
7
9

大
地
震
の
直
前
、
地
殻
変
動
が
起
き
て
い
る
　
8
0

東
日
本
大
震
災
当
日
、
地
殻
は
５
ｍ
も
太
平
洋
側
に
引
っ
張
ら
れ
た
　
8
1

マ
ン
ト
ル
は
対
流
に
の
っ
て
東
西
に
年
間
1
0
m移
動
し
て
い
る
　
8
3

2
0
0
4
年
か
ら
環
太
平
洋
は
地
震
の
活
動
期
に
入
っ
た
　
8
7

1
9
6
5
年
頃
、
東
太
平
洋
海
嶺
で
史
上
最
大
の
大
噴
火
が
起
き
て
い
た
　
8
8

環
太
平
洋
は
2
0
0
4
年
を
境
に
巨
大
地
震
の
活
動
期
に
入
っ
た
　
9
1

『
日
本
列
島
断
層
』
は
巨
大
地
震
の
巣
窟
だ
っ
た
　
9
2

大
地
震
の
8
0％
で
震
源
周
辺
の
前
震
が
観
測
さ
れ
て
い
る
　
9
5

巨
大
地
震
、
富
士
山
爆
発
は
い
つ
起
こ
る
の
か
？
　
9
8

浦
賀
水
道
で
地
震
が
発
生
す
る
と
、
翌
年
関
東
大
地
震
が
起
こ
る
可
能
性
が
高
い
　
1
0
0

父
島
、
三
宅
島
…
…
富
士
火
山
帯
の
地
殻
変
動
が
増
加
し
て
い
る
　
1
0
3

3
・
１１
後
、
富
士
山
の
地
下
４
０
０
㎞
の
火
山
帯
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
　
1
0
6

『
宝
永
噴
火
』
で
は
東
京
ド
ー
ム
５
６
０
杯
分
の
火
山
が
降
り
注
い
だ
　
1
0
8

火
山
灰
が
首
都
圏
に
降
る
と
、
電
子
機
器
類
が
使
え
な
い
！
？
　
1
1
1

富
士
山
は
2
0
1
5
年
３
月
ま
で
に
噴
火
す
る
！？
　
1
1
2

も
う
政
府
の
「
想
定
外
」
と
い
う

〝
言
い
逃
れ
″
は
聞
き
た
く
な
い
　
1
1
5

日
向
灘
で
巨
大
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
　
1
1
8

御
嶽
山
噴
火
の
次
は
、
白
根
山
、
焼
岳
、
富
士
山
が
危
な
い
　
1
2
1

「
地
震
予
兆
解
析
レ
ポ
ー
ト
」
は
緊
急
地
震
速
報
と
連
動
し
、
安
否
確
認
も
可
能
　
1
2
5

第

三

章
　

防

災

都

市

造

り

を

急

げ

！

東
日
本
大
震
災
は

、
８
６
９
年
の

『
貞
観
地

震
』

に
酷
似
し
て
い
る
　
1
3
0

M
9
ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震
で
浜
岡
原
発
の
原
子

炉
は
水
没
す
る
　
1
3
1

津
波
の
停
電
に
よ
つ
て
メ
ル
ト

ダ
ウ
ン
を
起
こ

す
！？
　
1
3
3

政
府

、
財
界
が
推
進
す
る
原
発
再
稼
働
を
ス
ト

ッ
プ
せ

よ
！
　
1
3
4

「
東
京
五
輪
ま
で
に
首
都
直
下
型
地

震
が
起

き
る
確
率
は
１
０
０
％

」
の
真
実
味
　
1
3
5

東
日
本
大
震
災
の
直
撃
を
受
け

、
今
日
の
日
本

は
危
険
な
状
況
に
あ
る
　
1
3
7

東
京
五
輪
の
開
催
は

、
景
気
上
昇
ど
こ
ろ
か
財

政
悪
化
を
招
く
　
1
3
9

都
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
１
万
3
0
0
0

棟

が
倒
壊

す
る
！？
　
1
4
1

「
最
後
は
東
京
湾
が
火
の
海
に
な

る
」
　
1
4
4

東
京
2
3区
は
震
度
６
強
で
木

造
家
屋
の
９

割
が
倒

壊
、
炎
上
す

る
！？
　
1
4
6

巾
3
0㎝
の

〝
力
ミ
ソ

リ
堤
防
″
が
決
壊
す
れ
ば

、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地

帯
は
水
没
す
る
！？

消
防
ヘ
リ
と
消
防
飛
行
艇
を
導
入
す

れ
ば
、
多

く
の
人
命
を
救
え
る
　
1
5
2

生
活
者
の
直
感
を
無
視
す

る
国

は
滅

び
る
　
1
5
4

第

四

章
　

Ｂ

Ｃ

Ｐ

計

画

を

加

速

さ

せ

る

企

業

地

震
予
兆
解
析
レ

ポ
ー
ト
を
採
用
す

る
企

業
・
団
体
の
声

「
社
員
の
人
命
を
護

る
の
は
経
営
者
と
し
て
当

た
り
前
」
（
大
手
不
動
産
会
社
元

役
員
）



「
絶
対
に
ほ
し
い
情
報
」（
外
資
系
グ
ル
ー
プ
危
機
管
理
担
当
）
　
1
6
0

「
レ
ポ
ー
ト
の
お
か
け
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
」）（
某
国
大
使
館
大
使
）
　
1
6
2

「
安
全
・
安
心
の
た
め
に
は
ど
ん
な
災
害
情
報
で
も
逃
し
て
は
な
ら
な
い
」（
大
手
不
動
産
執
行
役
員
）
　
1
6
5

「
地
震
予
測
が
的
中
、
こ
れ
は
本
物
だ
」（
大
手
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
総
務
部
）
　
1
6
7

第

五

章
　

地

震

予

知

は

日

本

が

で

き

る

最

大

の

国

際

貢

献
　
　
　
　
　
　
　
1
7
1

2
～
３
年
で
台
湾
の
地
震
予
兆
は
可
能
　
1
7
2

「
大
学
と
も
提
携
し
て
技
術
指
導
を
強
化
し
た
い
」
　
1
7
3

地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
商
店
街
と
連
携
、
高
齢
者
に
も
伝
わ
る
手
段
を
　
1
7
4

日
経
新
聞
が
大
地
震
発
生
仮
想
ル
ポ
を
掲
載
　
1
7
5

世
界
的
に
も
直
前
予
知
が
成
功
し
た
の
は
、
中
国
の
海
城
地
震
の
み
　
1
7
8

終

章

Ｘ

デ

ー

に

備

え

、

防

災

・

減

災

対

策

を

！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
8
1

富
士
山
噴
火
と
巨
大
津
波
が
首
都
圏
を
襲
う
！
？
　
1
8
2

早
急
に
首
都
圏
の
防
災
対
策
を
！
　
1
8
4

特

別

付

録

Ｉ

『
火

山

噴

火

防

災

マ

ニ

ュ

ア

ル

』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
8
7

富
士
山
噴
火
で
神
奈
川
県
西
部
中
心
に
３
県
4
7万
人
の
避
難
が
必
要
　
1
8
8

・

噴
火
対
策
に
は
何
を
準
備
す
れ
ば
良
い
の
か
？
　
1
8
9

・

住
ま
い
の
近
く
の
火
山
を
調
べ
る
に
は
　
1
9
0

・
3
0㎞
圏
外
の
避
難
先
を
決
め
て
お
く
　
1
9
0

・

火
口
か
ら
１
０
０
㎞
圏
内
の
人
に
必
要
な
対
策
　
1
9
0

・
降
灰
の
前
に
備
蓄
し
て
お
く
も
の
　
1
9
1

・
降
灰
直
前
に
す
る
こ
と
　
1
9
2

・
降
灰
が
起
き
て
か
ら
す
る
こ
と
　
1
9
2

・
灰
の
清
掃
作
業
　
1
9
3

特
別
付
録
Ⅱ
『
地
震
予
兆
解
析
レ
ポ
ー
ト
』
の
実
力
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
1
9
5

外
資
の
金
融
機
関
が
採
用
を
決
め
た
内
部
資
料
を
公
開
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